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タイ・メーサイ市で盛大に記念式典
日
タ
イ
修
好
１
３
０
周
年

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
と
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団 

友
好
15
周
年

城
西
病
院
と
メ
ー
サ
イ
病
院	 

友
好
13
周
年

結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市 

姉
妹
都
市
締
結
５
周
年

日タイ文化の饗宴

　

日
本
と
タ
イ

は
、
１
８
８
７

年（
明
治
20
年
）

９
月
に
「
日

暹
（
に
ち
せ
ん
）
修
好
通
商
に
関
す
る

宣
言
」（
日
タ
イ
修
好
宣
言
）
を
結
び
、

正
式
に
国
交
を
開
き
ま
し
た
。今
年
は
、

そ
れ
か
ら
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
と
と

も
に
、
茨
城
国
際
親
善
厚
生
財
団
（
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
が
タ
イ
王
室
の
メ
ー
フ
ァ
ー

ル
ワ
ン
財
団
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
15

周
年
を
迎
え
、
城
西
病
院
と
タ
イ
国
立

メ
ー
サ
イ
病
院
が
友
好
病
院
と
な
っ
て

13
周
年
。
結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
が
友

好
都
市
を
締
結
し
て
５
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
祝
お
う
と
、
メ
ー

サ
イ
市
の
「
テ
ィ
ー
オ
イ
ル
と
植
物
油

プ
ラ
ン
ト
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
広

が
る
パ
ー
ヤ
ン
公
園
を
会
場
に
、
記
念

式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
メ
ー
サ
イ
高
校
生
に
よ
る
民

族
舞
踏
で
式
典
は
開
幕
。
日
本
の
お
神

輿
が
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場

の
入
り
口
に
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
を
通
し
て

メ
ー
サ
イ
市
に
寄
贈
し
た
は
し
ご
車
や
救
急

車
な
ど
が
並
び
、
結
城
市
か
ら
寄
贈
し
た
桜

の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
タ
イ
の
食
文
化
の
饗
宴
や

野
点
、
剣
道
、
灯
篭
流
し
に
当
た
る
ロ
イ
ク

ラ
ト
ン
の
ク
ラ
ト
ン
（
灯
篭
）
作
り
、
笠
間

焼
の
紹
介
や
ド
イ
ト
ン
の
陶
芸
家
に
よ
る

達生堂グループ、エイサー隊の演奏で会場中が踊りの輪になり、子供も大人も踊りに熱中

陶
芸
作
り
の
実
演
、
結
城

市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ま
ゆ

げ
っ
た
」
と
タ
イ
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
タ
イ
ヨ
ン
ち
ゃ

ん
」
な
ど
、
日
タ
イ
の
文

化
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
大
人
を
は
じ

め
、
メ
ー
サ
イ
校
の
学
生

た
ち
な
ど
、
数
多
く
の
市

民
が
詰
め
か
け
て
式
典
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
サ
イ
市
で
開
か
れ

た
記
念
式
典
の
た
め
、
達

生
堂
グ
ル
ー
プ
と
結
城
市

の
市
民
な
ど
約
１
０
０
人

が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
メ
ー
サ
イ
校
や

メ
ー
サ
イ
市
、
ド
イ
ト
ン

ガ
ー
デ
ン
、
メ
ー
サ
イ
病

院
な
ど
か
ら
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
年
中
行
事
、
ロ

イ
ク
ラ
ト
ン
祭
り
や
夜
空

に
熱
気
球
を
飛
ば
す
コ
ム

ロ
ー
イ
の
行
事
に
も
参
加

し
、
地
元
の
人
た
ち
と
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

親
睦
深
め
る
市
民
ら

ク
ン
チ
ャ
イ
殿
下

多
田
正
毅
理
事
長

　

記
念
式
典
で
は
、
多
田

理
事
長
や
ク
ン
チ
ャ
イ
殿

下
、
前
場
文
夫
市
長
、
臼

井
平
八
郎
県
議
ら
関
係
者

が
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
触

れ
、
挨
拶
。
そ
し
て
、
さ

ら
に
深
く
長
い
日
タ
イ
の

交
流
や
協
力
関
係
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
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広
が
る
交
流
の
軌
跡
メ
ー
サ
イ
市
職
員
が
３
カ
月
の
研
修

メ
ー
サ
イ
病
院
職
員
が
視
察

メーサイ市幹部が行政視察
　

タ
イ
・
メ
ー
サ
イ
市
の
サ
ラ
イ
ヨ
ン
・

ス
リ
サ
ム
ー
ト
市
長
ら
市
幹
部
６
人
が

８
月
21
日
か
ら
同
25
日
ま
で
、
結
城
市

を
訪
問
し
、行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
結
城
市
役
所
を
訪
問
し
た
サ

ラ
イ
ヨ
ン
市
長
ら
は
、
前
場
文
夫
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
同
市
幹
部
ら
と
懇
談

し
ま
し
た
。
サ
ラ
イ
ヨ
ン
市
長
は
「
こ

の
５
年
間
、
両
市
で
い
ろ
ん
な
事
業
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
さ
ら
に
友
好
を

深
め
た
い
。
11
月
の
記
念
式
典
に
皆
さ

ん
が
タ
イ
に
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
結
城
消
防
署
や
ご
み
焼
却
場
、
下

水
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
視
察
、
市
内

の
工
場
も
見
学
し
ま
し
た
。
結
城
紬
の
視
察
も

行
い
、
着
物
姿
で
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
や
結
城

市
伝
統
工
芸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
行

き
、結
城
紬
の
製
作
工
程
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
「
茶
釜
の

湯
」
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ハ
ウ
ス
」、
老
人

介
護
保
険
施
設

「
す
ば
る
」
も
視

察
。
茶
釜
の
湯
で

は
、
利
用
者
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
カ

レ
ー
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
・
メ
ー
サ
イ
市
役
所
職
員
の
ジ
ャ
ン
ホ

ム
・
ソ
ン
ク
ム
さ
ん
（
愛
称
ホ
ン
）
は
、
姉
妹

都
市
の
結
城
市
で
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
カ

月
間
、
行
政
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ン
さ

ん
の
結
城
市
で
の
研
修
は
、
平
成
25
年
７
月
か

ら
26
年
７
月
ま
で
行
っ
た
研
修
に
続
い
て
２
回

目
。
い
ず
れ
も
公
益
財
団
法
人 

茨
城
国
際
親

善
厚
生
財
団
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
の
仲
立
ち
で
来
日

し
ま
し
た
。

　

ホ
ン
さ
ん
は
、
メ
ー
サ
イ
市
で
看
護
師
と
し

て
仕
事
を
す
る
一
方
、
ご
み
処
理
施
設
整
備
や

下
水
道
事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
か
か

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
カ
月
間
で
市
役
所
に
あ
る
約
35

カ
所
の
課
を
す
べ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
タ
イ
で
は
、
国
や
県
の
担
う
仕
事
が
多
く
、

市
役
所
の
職
員
は
少
な
い
で
す
。
日
本
で
は
、

ホンさん

度
を
タ
イ
で
も
広
め
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
に
メ
ー
サ
イ
市
で
開
か
れ
た
記
念
事
業

で
は
、
ホ
ン
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
タ
イ
側
の

企
画
を
立
案
。「
日
タ
イ
の
文
化
を
対
比
さ
せ

て
お
互
い
に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笠間の陶炎祭でドイトンの陶芸家参加

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
提
供

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
４
月
29 

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
、
笠
間
市
の
笠

間
芸
術
の
森
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
第

 36 
回
笠
間
の
陶 

炎
祭
（
ひ
ま
つ
り
）」
に
、タ
イ
の
メ
ー

フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
の
ド
イ
ト
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
し
た
陶
芸
作
品
が

出
品
さ
れ
、人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

陶
炎
祭
は
、
１
週
間
の
会
期
中
に 

55
万
人
を
超
え
る
来
場
者
が
詰
め
か
け

る
陶
芸
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
笠
間
市
で

は
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
と
陶
芸

の
相
互
協
力
の
覚
書
を
締
結
し
、
昨
年

か
ら
笠
間
焼
の
作
家
に
技
術
指
導
を
受

け
て
制
作
し
た
タ
イ
陶
芸
家
の
作
品
を
陶
炎

祭
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ワ
ン
財
団
会
長

の
デ
ィ
ス
ナ
ダ
・
デ
ィ
ス
ク
ル
殿
下
（
ク
ン

チ
ャ
イ
殿
下
）
が
「
笠
間
の
作
家
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
昨
年
よ
り
良
く
で
き
た
が
、
ま

だ
発
展
途
上
で
す
。
見
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
。
陶
芸
だ
け
で
な
く
、
茨
城
県
や
結
城

市
、
笠
間
市
と
の
関
係
を
農
業
な
ど
い
ろ
ん

な
分
野
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

陶
芸
美
術
館
館
長
で
県
立
笠
間
陶
芸
大
学

校
長
の
金
子
賢
治
氏
は
、「
作
品
は
上
手
に

技
術
を
習
得
し
て
い
る
。
今
後
は
、
作
家
の

個
性
を
ど
の
よ
う
に
作
品
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
大
事
。
野
暮
っ
た
い
作
品
か
ら
、
洗
練

さ
れ
た
、
そ
の
作
家
し
か
表
現
で
き
な
い
作

品
に
仕
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
評
価
。
来
年
４

月
に
は
、
タ
イ
の
作
家
が
笠
間
市
の
陶
芸
大

学
校
で
陶
芸
を
学
び
ま
す
。

　

今
年
は
日
タ
イ
修
好
１
３
０
周
年
の
記
念
の
年
に

当
た
り
、
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で

提
供
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ト
ン
の
陶
芸
を

出
品
し
て
い
る
横
で

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
。
麻

薬
撲
滅
を
狙
い
に
事
業

を
行
っ
て
い
る
と
知
る

と
、
大
勢
の
人
が
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

陶芸で
日タイ文化の融合

市
役
所
が
大
変
幅
広
い
仕
事
を
行
っ

て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
」
と
感
想

を
話
す
ホ
ン
さ
ん
。
そ
し
て
、「
日

本
は
保
険

制
度
が
充

実
し
、
課

税
の
制
度

も
し
っ
か

り
し
て
い

る
。
タ
イ

も
高
齢
化

が
進
み
、

日
本
の
制

祭りゆうきでタイの文化紹介
　
「
祭
り
ゆ
う
き

２
０
１
７
」
が
10
月
28
、

29 

の
両
日
、
結
城
市

中
央
町
の
「
け
や
き
公 

園
」
な
ど
を
会 

場
に
開
催
。
メ
ー
サ
イ
市
と
の
姉

妹
都
市
締
結
５
周
年
な
ど
を
記

念
し
、
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
き
、
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー

や
タ
イ
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
、

マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
販

売
。
タ
イ
ダ
ン
ス
も
披
露
し
、

タ
イ
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

城
西
病
院
と
友
好
病
院
を
結
ん
で
い
る
タ
イ
国
立
メ
ー
サ
イ
病
院
か
ら
、
４
人
の
職
員
が
城

西
病
院
で
約
１
カ
月
間
の
視
察
を
行
い
、
日
本
の
医
療
の
一
端
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
11
月
１
日
に
来
日
し
た
の
は
、
メ
ー
サ
イ
病
院
透
析
部
門
の
看
護
師
、
テ
ィ
チ
パ

ン
・
チ
ャ
ン
パ
ン
さ
ん
＝
愛
称
マ
イ
＝
と
救
急
部
門
の
看
護
師
サ
タ
ヤ
・
ピ
ン
タ
さ
ん
＝
愛
称

エ
ー
＝
で
す
。

　

今
年
７
月
に
視
察
に
訪

れ
た
の
は
、
管
理
部
門
の

ワ
ラ
チ
ャ
ポ
ン
・
マ
ノ
ペ

ア
ウ
さ
ん
（
愛
称
・
ア
ー

ト
）
と
薬
剤
師
の 

ス
チ
ャ

ダ
・
キ
ッ
テ
ィ
パ
ニ
ャ

ウ
ォ
ラ
ク
ン
さ
ん（
愛
称
・

ダ
ー
）
で
、
日
本
の
医
療

シ
ス
テ
ム
に
強
い
興
味
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

エーさん マイさん

ダーさん アートさん

マカダミアナッツと融合した新作の数々も展示
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タイの高校生が日本体験

結城の高校生もタイへ

城西病院ＤＭＡＴが発足

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
発
足
を
記
念
し
講
演
会

職員対象に救命救急講習

イベント会場に救護所設置

　

結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
の
姉
妹
都
市
締
結

を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
の

教
育
交
流
で
４
月
、
タ
イ
か
ら
メ
ー
サ
イ
校

と
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム
校
の
生
徒
４
人
と
教

師
４
人
が
来
日
し
ま
し
た
。
教
育
交
流
は
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

教
師
は
約
10
日
間
、
茨
城
県
内
の
教
育
施

設
な
ど
を
見
学
。
高
校
生
は
約
１
カ
月
間
、

結
城
一
高
と
鬼
怒
商
で
日
本
の
高
校
生
活
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

来
日
し
た
高
校
生
は
、
メ
ー
サ
イ
校
の

テ
ィ
ア
ン
タ
ム
・
セ
チ
ン
君
（
愛
称
・
ヤ
ン
）

と
カ
モ
ン
ラ
ク
・
ア
モ
ン
ロ
エ
ド
ワ
ッ
タ
ナ

シ
リ
さ
ん
（
愛
称
ウ
ェ
イ
）
で
、
結
城
一
高

で
生
活
。
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム
校
の
ウ
ィ
ル
ニ
ャ
・

チ
ャ
ム
ナ
ン
ロ
ー
さ
ん（
愛
称
イ
ア
ー
）と
カ
ン
ピ
ッ

チ
ャ
・
ナ
ム
ア
ン
さ
ん
（
愛
称
オ
ン
）
は
鬼
怒
商
で

高
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
日
本
の
高
校
２
年
生
と
一
緒
に
授
業
に

励
み
、
部
活
な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
君
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
得
意
で
、
部
活
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
を
選
択
。
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
と
も
に
練

習
に
励
み
ま
し
た
。ウ
ェ
イ
さ
ん
は
剣
道
部
に
入
部
。

剣
道
の
基
本
を
習
い
、居
合
な
ど
も
習
得
し
ま
し
た
。

　

鬼
怒
商
で
学
ん
だ
イ
ア
ー
さ
ん
と
オ
ン
さ
ん
は
、

日
本
で
も
数
少
な
い
ラ
イ
フ
ル
部
で
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ

フ
ル
を
体
験
す
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
日
本
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
と
と
も
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

結
城
一
高
の
市
川
英
樹
教
頭
と
２
年
の
小
川
由

美
さ
ん
、
江
連
桃
奈
さ
ん
、
鬼
怒
商
の
川
松
秀
夫

校
長
と
２
年
の
栗
原
あ
い
さ
ん
、
池
田
真
愛
さ
ん

が
８
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
、
メ
ー
サ
イ
市
と
パ 

ヤ
オ
県
ム
ア
ン
市
を
訪
問
し
、
タ
イ
の
高
校
生
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
パ
ヤ
オ
ピ
タ
ヤ
コ
ム
校
の
日
本
語
教

室
で
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
バ
ン
コ
ク
・
パ
ヤ
オ

間
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
応
援
練
習

に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
メ
ー
サ
イ
校
で
は

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
、
日
本
語
教
室
や
料
理
教
室
、 

母
の
日
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
に
も
参
加
。
今
年
４
月

に
来
日
し
て
約
１
カ
月
間
、
日
本
の
教
育
を
体
験

し
た
両
校
の
生
徒
４
人
と
も
再
会
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

結城市の前場文夫市長を表敬訪問したタイの高校生たち

鬼怒商で体験する高校生たち ひたち海浜公園を見学する一行

居合を披露するウェイさん 日本料理にチャレンジ

結城一高の生徒とともにタイの高校生と交流する結城の高校生

	 Disaster Medical Assistance Team

　

城
西
病
院
が
３
月
、
茨
城
県
か

ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
指
定
医
療
機
関
と
し
て

指
定
証
を
受
け
、
正
式
に
城
西
病

院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
医
師
、
看
護
師
、
事
務
調
整

員
の
４
人
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
大
規
模
事
故
や

災
害
発
生
時
に
茨
城
県
の
要
請
に
よ
っ
て
現
場

に
急
行
し
、
医
療
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

城
西
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
は
、
９
月
６
日
に

自
衛
隊
百
里
基
地
（
茨

城
空
港
）
の
合
同
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。
訓

練
は
、
旅
客
機
が
着
陸

に
失
敗
、
炎
上
し
て

１
０
０
人
の
死
傷
者
が

出
た
と
の
想
定
で
、
県

内
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
国
交

省
百
里
空
港
事
務
所
、

警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、

茨
城
県
、
医
療
関
係
者

約
１
５
０
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

達
生
堂
グ

ル
ー
プ
院
内
急

変
対
応
チ
ー
ム

（
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
）

に
よ
る 

院
内

急
変
対
応
勉
強

会
が
、
城
西
病

院
で
開
か
れ 

ま
し
た
。
病
院

や
社
会
福
祉

法
人 

達
生
堂
の
ス

タ
ッ
フ
、
特
に
新
入

職
員
を
対
象
に
、
院

内
や
施
設
で
急
変
者

を
発
見
し
た
時
に
ど

う
対
処
す
れ
ば
い
い

か
を
学
び
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
結
城
消
防
署
の
救

急
救
命
士
を
招
き
、
急
変
者
発
見
時
の
対
応

か
ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
本
番
さ
な
が
ら
の

実
習
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

城
西
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
発
足
を
記
念
し
て
６

月
１
日
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー 

茶
釜
の

湯
で
茨
城
県
総
括
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
安
田
貢
氏
を
招

き
、
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
、
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
病
院
や
社

会
福
祉
法
人
の
職
員
を
は
じ
め
、
筑
西
広
域

消
防
本
部
、
結 

城
市
、
結
城
市

社
会
福
祉
協
議

会
、
結
城
看
護

学
校
、
地
域
の 

人
た
ち
な
ど
約

３
５
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

安
田
氏
は
、
災
害
の
危
機
管
理
と
し
て
「
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
、
発
生
し
て
か
ら

の
ク
ラ
イ
シ
ス
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト 

が
あ
り
、
想
像
す

る
こ
と
、
予
期
す

る
こ
と
が
大
切
」

と
語
り
、
災
害
で

の
活
動
の
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

は
、
８
月
12

日
に
結
城
駅

前
で
開
か
れ

た
「
結
城
盆

踊
り
大
会
」

と
10
月
28
、

29
日
に 

結

城
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
ア

ク
ロ
ス
周
辺

で
開
か
れ
た

「
祭
り
ゆ
う

き
」
で
救
護

所
を
設
置
し

ま
し
た
。
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IIFF
目的　この法人は、災害時における茨城県内の緊急医療福祉

支援体制の強化や県内の国際支援団体の育成、県内在住の児

童・青少年の健全な育成と国際理解の促進を図る事業を行う

ことにより、災害に強い地域づくりや、多様性のある活力に

あふれた地域社会の創造に寄与することを目的とする。

公益財団法人
茨城国際親善厚生財団

茨城県結城市結城 10745-24　城西病院内
℡ Fax  0296-32-8288　e-mail  :  jshp01@aol.com
HP  http://josai-hp.com/iiff/iiff_top.html

表紙の言葉

はしご車がタイで大活躍中
国
人
が
介
護
を
視
察

獨協医学生が国際医療支援を学習

結城看護学校で講演会

達生堂グループ 茨城国際親善厚生財団

Ⓒ Tasseido  group 

日本から贈ったはしご車が活躍
　平成 29 年１月 29 日午前 10 時ごろ、ミャンマー

のタイ国境近くにある４階建てのビルで、火災が発

生しました。ミャンマーで消火活動を行いました

が、ビル火災のために消火活動がはかどりませんで

した。

　ミャンマーと隣接するタイ・メーサイ市では、こ

の火災で消防車４台とはしご車を派遣し、消火活動

に当たりました。はしご車は消火活動に当たるとと

もに、ビルに取り残された人たちの救助活動も行い、

約１時間後に無事、鎮火しました。

　ビル火災で活躍したはしご車は、茨城国際親善厚

生財団（IIFF) を通し、平成 26 年から、日本で使

用していたΣ式折り畳みはしご車で、２年間にわ

たって２台を寄贈。このほか、出動した救急車や消

防車両の中にも IIFF を通して日本から贈られた車

両が活躍しました。

　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年１月 31 日

ミャンマーのタイ国境付近のビル火災

　今日の 10 時にミャンマーとの国境で火事がありました。

　最初は、ミャンマーの消防車で消火を始めましたが、４

階建ての高い建物のためなかなか消火できませんでした。

　そこで、メーサイ市役所のはしご車＋消防車４台と消防

署が協力し消火に当たりました。

　それから１時間後くらいに火は無事に消し止められまし

た。

　寄付いただいた消防車両のおかげで、メーサイ市とミャ

ンマー市民たちが助かりました。財団にとても感謝してい

ます。

　タイ・メーサイ市役所のジャンホム・ソンクムさんより
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１
月

 29 
日
午
前

 10 
時
ご
ろ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
タ
イ
国
境
近
く
に
あ
る
４

階
建
て
の
ビ
ル
で
、
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
消
火
活
動

を
行
い
ま
し
た
が
、
ビ
ル
火
災
の
た

め
に
消
火
活
動
が
は
か
ど
り
ま
せ

ん
。ミ
ャ
ン
マ
ー
と
隣
接
す
る
タ
イ
・

メ
ー
サ
イ
市
は
、
消
防
車
４
台
と
は
し
ご
車
を

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
。
消
火
活
動
や
救
助
活
動

を
行
い
、
約
１
時
間
後
に
鎮
火
し
ま
し
た
。

　

ビ
ル
火
災
で
活
躍
し
た
は
し
ご
車
は
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｆ
を
通
し
、
平
成
26
年
、
27
年
に
日
本
か
ら

贈
っ
た
Σ
式
折
り
た
た
み
は
し
ご
車
で
す
。
救

急
車
や
消
防
車
両
の
中
に
も
日
本
か
ら
贈
ら
れ

た
車
両
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

獨
協
医
科
大
学
医
学
部
４
年
の
学
生

８
人
が
６
月
27
日
、 

城
西
病
院
を
訪

問
し
「
国
際
保
健
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｆ
の
活
動
や
国
際
医
療
支
援
や
国

際
交
流
に
つ
い
て
学
び
ま 

し
た
。

　

こ
の
講
義
は
、
国
際
協
力
支
援
セ
ン

タ
ー
（
千
種
雄
一
・
国
際
交
流
支
援
室

長
）
が
公
衆
衛
生
学
実
習
の
一
環
と
し

て
実
施
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
医
師
、
ア

マ
デ
ィ
ア
ー
ル
・
亜
来
春
さ
ん
、 

ア

フ
ガ
ン
の
母
と
呼
ば

れ
た
荒
川
邦
江
副
理

事
長
、
鈴
木
茂
企
画

室
長
ら
が
講
師
と
な

り
、
海
外
医
療
支
援

に
つ
い
て
講
話
し
ま

し
た
。

　

日
本
の
介
護
を
学
ぶ
た
め

に
３
月
か
ら
６
月
の
３
カ
月

間
、
中
国
・
西
安
市
の
新
世

紀
境
外
就
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
職
員
の
劉
頴
潔
（ 

り
ゅ
う
・
え
い
け
つ
）
さ
ん

と
王
琪
（ 

お
う
・
き
） 

さ
ん
、

西
安
市
の
西
安
医
学
院
で
看
護

を
学
ぶ
李
振
（
り
・
し
ん
）
さ

ん
が
９
月
か
ら
２
カ
月
間
、
医

療
法
人　

達
生
堂
で
介
護
の
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
年
11
月
に
改
正
入

管
難
民
法
が
公
布
、 

就
労
ビ

ザ
残
留
資
格
に
「
介
護
」
が
設

け
ら
れ
、
外
国
人
技
能
実
習
制

度
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま

す
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
で
は
、
実
習
生

受
け
入
れ
の
た
め
の
監
理
団
体

と
な
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

結
城
看
護
専
門
学
校
で
６
月
23
日
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
か
ら
鈴
木
茂
事
務
局
長
と
ア
マ
デ
ィ
ア
ー

ル
・
亜
来
春
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、「
国
際
医

療
支
援
と
こ
れ
か 

ら
の
国
際
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
教
室
に
は
１
年
か
ら

３
年
の
学
生

１
１
４
人
が
詰

め
か
け
、
イ
ン

ド
シ
ナ
か
ら
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
タ
イ
に
わ

た
る
活
動
を
熱

心
に
聴
い
て
い

ま
し
た
。 

　

達
生
堂
グ
ル
ー
プ
と
結
城
市
民
な
ど

１
０
０
人
の
訪
問
団
が
、
タ
イ
の
メ
ー

サ
イ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
熱

い
歓
迎
を
受
け
、
す
ぐ
に
仲
間
の
よ
う

に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
、
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
を
盛
り

上
げ
た
の
は
達
生
堂
グ
ル
ー
プ
の
エ
イ

サ
ー
隊
。
若
手
職
員
が
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
太
鼓
を
演
奏
、
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
会
場

中
が
こ
の
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
踊
り
を

楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。


